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●観光協会 役員紹介
今年度より上島町観光協会の副会長

を務めさせていただいております、弓
削の今井裕和と申します。宜しくお願
い致します。
さて、上島町観光協会が新たに発足

して３年目ですが、上島町は観光従事
者が非常に少ない町でもあります。し
かし人口減少が著しい昨今、商店や企
業、この町が生き残ってゆくためには、
交流人口を増やし観光に力を入れてい
くことも重要な施策の一つであると思
います。現在、観光協会ではエコツー
リズムに力を入れ、シーカヤックやハ
イキング、ポタリング（自転車散歩）
などにより上島町の魅力を発信してい
ます。また、11月には「ゆめしまサイ
クル2015」と題した自転車イベントも
実施し、町内外の方々に上島町をPR
しました。こうした地道な活動を行い
ながら交流人口増加に繋げたいと思い
ます。また、今後は神社・仏閣などを
中心に歴史・文化を掘り起こし、観光

アイテムを増やしてまいります。今後
とも私たちが誇れる上島町をつくり上
げてゆくため、住民の皆様のご協力、
ご指導をお願い致します。
●写真コンテスト締切せまる！
「せとうち上島フォトコンテスト

2015」（上島町観光協会主催）の作品
を募集しています。題材が上島町でし
たらテーマはなんでもOK。上島町の
海や空、日常の暮らし、祭、島の時間、
草花・自然の営み……あなたが美しい、
面白いと感じたものを写真に切り取っ
てみませんか。応募は無料で、どなた
でも出品できます。最優秀賞（10万円
＋副賞）をはじめ、さまざまな賞もご
用意しています。優秀作品は上島町の
PR等にも積極的に活用させていただ
きます。
「せとうち上島フォトコンテスト2015」
締　　切：平成28年１月31日（日）
応募方法：郵送か観光協会事務局（弓
削港務所）へ持参ください。郵送の場
合は当日消印有効です。

観光協会の活動
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本大会開催までに、上島町ではさまざまな行
事やPR運動が行われる予定です。
69年ぶりに愛媛県で開催される国体です。町

民の皆様が参加していただき、愛顔つなぐえひ
め国体を盛り上げていきましょう。
【主な行事】
平成28年９月「高松宮賜杯　第60回全日本軟式
野球大会（Ⅰ部）国体リハーサル大会」
平成29年５月「ゆめしま海道ウォーキング（国
体デモンストレーション競技）」
平成29年夏「愛顔つなぐえひめ国体大会旗・炬
火イベント」　　　

愛顔つなぐえひめ国体開催まで
あと１年９か月になりました！

平成29年10月「愛顔つなぐえひめ国体軟式野球
競技」
【ＰＲ運動等】
○花いっぱい運動：大会推奨花で町を花いっぱ
いにしましょう
○クリーン運動：競技会場や交通機関などきれ
いにして、選手をお迎えしましょう
○えがお体操・ダンス研修会：みんなで踊って
大会を盛り上げましょう
【期待のホープ紹介】

魚島中学校３年生の三上裕太君が、少年卓球
男子の国体強化選手に選ばれ、練習に励んでい
ます。
えひめ国体

への出場へ向
け、皆さんで
応援しましょ
う。
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